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	ボロン株式会社 – 人物プロフィール
マリーとアニカ・エクルンド姉妹は、一見したところ、多くの面で夜と昼のように違います。これらの相違は力であり、それぞれが生まれついての職業を見出すことを可能にしました。また、エクルンド姉妹は、共にボロン社を経営しているという点以外にも、多くの類似点があります。アニカとマリーは二人とも、旅行、美味しい料理、挑戦、自然を好み、特にスタイル、色、外形、美学に情熱的に関与しています。 
アニカ・エクルンド、CEO (1969年生まれ)

アニカは、フロア材およびカーペットの仕事をするとはまったく考えていませんでした。障害飛び越しの国際チームに属していたアニカは、ビニールのフロア材を、いささか遠いものに感じていました。しかし、彼女の馬に対する関心と共に、いつしかファッションとデザインに対する強い興味が育っていきました。彼女が家業で働き始めたとき、最初は単に片手間の仕事に過ぎませんでした。ただし、彼女が姉と共に、同社をファッションとデザインによって活気づけ、新しい方向へと展開・推進する機会があることに気付くのに、長い時間はかかりませんでした。ある時、カーペットが突然興味あるものになったのです。
2006年に、アニカはCEOに就任しました。それまでに彼女は、製造から事務まで同社のあらゆる面から豊富な経験を得て、短期間で自信に満ちた、積極的なビジネスリーダーに成長することができました。 
「ある日、家族が私とマリーに、事業を引き継ぐことを話し始めたとき、私がCEOになるのは非常に自然なことのように思えました。この仕事は私の性格に合っていますし、マリーの色とデザインに対する関心からも、彼女のデザイン責任者としての役割はまさに明白でした。」 
アニカは、高品質、魅力的なデザイン、新技術によるソューションを評価しています。彼女の自宅は、趣向を凝らして装飾されており、彼女独自の思いつきが全体として上手く組み合っています。 
「私は、家具であれ衣服であれ、あつらえものを買うのは好きではありません。私のスタイルは、私の性格を反映し、私自身を定義するものです。私が完全に直感に頼り、自分の好きなように行動していると、私のことをクレイジーだと思う人もいるくらいです。しかし、そのために私に興味を持ってくれる人がいて、そのお陰で良きビジネスリーダーとなりえていると思っています。」
アニカは家業を、野心的でありながら気の合う仲間で満ち溢れた創造的な職場と表現しています。 
「創造性を抑えないためには、意見の相違が必要です。私は、スタッフに明確で隠し事のない情報を流すよう気を付けています。これによって、あらゆる方向で開放的な雰囲気が作られます。私の希望は、従業員が事業への参画意識を持って、業務に注力することです。」
マリー・エクルンド、デザインおよびマーケティング責任者(1966年生まれ)
マリーは、常に美学に関心を持ち、創造することを望んでいました。彼女がイタリアのデザイン学校に入学を認められたとき、デザイナーになる夢に一歩近づきました。この教育がマリーを形作り、彼女個人のスタイルの基盤を確立すると共に、彼女の長い海外生活の始まりになりました。マリーは長年、イタリア、フランス、ドイツなどの各国で生活を送りました。世界中で積んだ経験、旅、新しい文化や人との出会いの一つ一つが、マリーを人として、また専門家として育みました。

「イタリアでの勉強が、私を形作り、私個人のスタイルの基礎となりました。この創造的な学校では、自分のアイデアを使って、それを最終的に製品に展開することを学ぶことができました。世界中で出会った新しい文化や友達すべてが、私個人の成長に強い影響力を持ち、デザイナーとしての私の仕事に考えられないほどの刺激を与えてくれました。」
マリーは、同社のデザイン責任者であると共に、マーケティング責任者でもあります。彼女とアニカは、2006年に現在の地位に就任しました。これは、ボロン社の将来像を定め、ファッションとデザインに明らかに影響された新しくモダンな価値をブランドという形で開花させるための目標指向のステップでした。 
「マーケティングは、事業の外向きの顔であり、会社所有者の一人がマーケティングの役割を担うことは、多くの場合、プラスになっていると感じています。ボロン社の姿は、私とアニカの魂の中にあり、二人のメッセージを幅広く伝えていくことが重要です。」
ボロン社のイメージやフィーリングを、決して失ってはなりません。このことは、エクルンド姉妹にとって重要であり、事業の全段階に二人が関与しているのは、そういった理由からなのです。マリーは、素材の選択、デザインのアイディア、市場コンセプトに合わせたデザイン、パートナーの選択に従います。彼女は、顧客、供給業者、パートナー、同僚、デザイナー、建築家、メディアに日常的に接触しています。
「この仕事は、私にぴったりです。私の創造性を表現することができる一方、仕事面で意欲をかき立てられるような興味深い人々に会う機会を得ることもできるからです。交流を生み出し、維持するためのソーシャルネットワーク作りは、私の日常生活の重要な部分です。 
マリーもアニカ同様、障害飛び越し競技の経験があり、馬に興味を持ち続けていますが、現在では単に趣味の一環としてとらえています。マリーは、しばしば妹と共にアウトドア、乗馬、または森林の散歩を楽しみますが、このような時間が、仕事に100％集中するための刺激と力になっています。というのも、彼女の仕事には、全力を傾けて集中することが必要だからです。エクルンド姉妹は、勤勉に会社を新たな成功に導くことに注力しています。
当資料は自由に公開していただけます。ダウンロードはこちらからwww.bolon.com

	
	

	


